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（
３
）

解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
戯
曲
の
作
者
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ペ
マ
ン
は
、
「
キ
ナ
渡
来
に
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
と
イ
ン
デ
ィ
オ
の
ス
マ
が

関
与
し
た
と
の
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
戯
曲
を
」
と
い
う
、
あ
る
製
薬
会
社
か
ら
の
示
唆
を
受
け
て
執
筆
を
決
意
し
た
。
作
者
は
、
キ
ナ
伝

説
の
文
献
と
ロ
ペ
・
デ
・
ベ
ガ
（
セ
ル
バ
ン
テ
ス
と
同
時
代
の
ス
ペ
イ
ン
の
国
民
的
劇
作
家
。
新
世
界
を
題
材
に
し
た
戯
曲
や
詩
を
数

編
著
し
て
い
る
）
の
作
品
を
研
究
し
て
、
こ
の
戯
曲
を
完
成
し
た
。

こ
の
戯
曲
は
、
一
九
三
九
年
六
月
一
六
日
、
マ
リ
ョ
ル
カ
島
パ
ル
マ
の
劇
場
で
初
演
。
そ
の
後
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
マ
ド
リ
ッ
ド
等
で

著
者
は
先
に
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
の
キ
ナ
樹
皮
の
渡
来
に
ス
ペ
イ
ン
の
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
が
寄
与
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
を

（
１
）
（
２
）
（
３
）

報
告
し
た
が
、
そ
の
中
で
こ
の
伝
説
を
題
材
と
し
た
戯
曲
「
聖
な
る
副
王
妃
Ｐ
煙
殴
邑
国
ご
胃
①
冒
巴
」
が
あ
る
こ
と
を
の
べ
た
。
日

本
で
は
ま
だ
こ
の
戯
曲
が
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

｜
・
戯
曲
の
成
立
過
程

キ
ナ
渡
来
伝
説
の
戯
曲
、
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ペ
マ
ン
「
聖
な
る
副
王
妃
」

瀧
握
埠
螺
篭
騨
一
一
一
一
驍
澆
平
成
十
八
年
三
月
十
三
日
受
付

泉
彪
之
助

介
護
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里



泉彪之助：キナ渡来伝説の戯曲、ホセ・マリア・ペマン「聖なる副王妃」 312

副
王
妃
は
ス
マ
を
自
分
の
子
供
の
よ
う
に
可
愛
が
る
が
、
侍
女
た
ち
は
何
か
に
つ
け
て
ス
マ
を
い
び
る
。
そ
の
間
に
、
副
王
妃
が
熱

病
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ス
マ
は
副
王
妃
に
キ
ナ
を
飲
ま
せ
た
い
と
思
う
が
、
い
ろ
い
ろ
な
妨
げ
が
あ
っ
て
で
き
な
い
・

副
王
妃
は
死
を
覚
悟
し
、
「
元
気
の
あ
る
う
ち
に
」
と
秘
蹟
を
受
け
る
。
ス
マ
は
、
自
分
が
身
代
わ
り
に
な
れ
た
ら
と
泣
く
。

ス
マ
は
自
分
が
熱
病
に
か
か
っ
た
と
い
っ
て
、
父
親
と
カ
オ
ス
に
キ
ナ
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
。
そ
れ
を
副
王
妃
に
こ
っ
そ
り
飲
ま

亡
人
で
あ
る
。
ス
マ
ー

こ
う
と
す
る
が
、
ス
ー

宮
廷
に
行
く
前
、
イ
、

守
れ
」
と
誓
わ
せ
る
。

チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
ド
ニ
ャ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
・
エ
ン
リ
ケ
ス
・
デ
・
リ
ベ
ラ
ｅ
ｏ
冒
甸
国
画
ｇ
の
８
国
①
員
昼
屋
①
砂
号
巨
冨
ｇ

は
、
夫
が
副
王
に
任
命
さ
れ
た
ペ
ル
ー
に
同
行
し
た
い
と
望
む
が
、
政
庁
か
ら
は
許
可
が
出
な
か
っ
た
。
伯
爵
夫
人
は
、
男
装
し
て
夫

と
一
緒
の
ペ
ル
ー
行
き
の
船
に
乗
り
込
み
、
夫
も
こ
れ
を
黙
認
す
る
。

イ
ン
デ
ィ
オ
の
部
族
長
ヒ
メ
オ
の
娘
ス
マ
は
、
少
女
の
よ
う
な
一
七
歳
の
女
性
だ
が
、
夫
を
戦
争
で
亡
く
し
、
子
供
が
一
人
い
る
未

亡
人
で
あ
る
。
ス
マ
の
美
貌
に
魅
せ
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン
人
の
地
主
ド
ン
・
ホ
ア
ン
・
デ
・
ウ
ル
タ
ー
ド
は
、
ス
マ
を
無
理
に
連
れ
て
行

こ
う
と
す
る
が
、
ス
マ
は
抵
抗
す
る
。
狩
猟
に
き
て
い
た
副
王
妃
（
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
）
は
ス
マ
を
助
け
、
宮
廷
へ
連
れ
て
行
く
。

宮
廷
に
行
く
前
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
占
い
師
カ
オ
ス
は
ス
マ
に
、
「
キ
ナ
は
熱
病
を
治
す
イ
ン
デ
ィ
オ
の
秘
薬
だ
。
命
を
か
け
て
も
秘
密
を

原
題
＆
冒
殴
目
白
冨
員
①
冒
四
、
の
の
自
国
は
印
昌
８
（
神
聖
な
）
の
女
性
形
、
ぐ
胃
色
目
は
、
風
目
（
女
王
、
王
妃
）
に
英
語
の

く
言
①
と
同
じ
意
味
の
く
弓
（
副
の
）
が
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
女
性
に
も
貴
族
称
号
が
与
え
ら
れ
る
が
、
副
王
は
職
名

で
女
性
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ぐ
胃
の
冒
四
は
副
王
く
胃
亀
の
配
偶
者
で
あ
る
。
以
前
「
聖
な
る
副
王
夫
人
」
と
訳
し
た
が
、

副
王
夫
人
は
副
王
妃
よ
り
も
一
段
低
い
身
分
の
女
性
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
「
聖
な
る
副
王
妃
」
と
訂
正
し
た
。

上
演
さ
れ
た
。

二
．
「
聖
な
る
副
王
妃
」
梗
概
（
全
七
幕
）
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こ
の
戯
曲
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
解
説
に
は
、
初
演
当
時
は
「
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦
争
終
結
後

の
愛
国
的
な
雰
囲
気
の
中
で
熱
烈
に
歓
迎
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
の
は
ブ
ラ
ン
コ
独
裁
下
の
暗
い

時
代
で
、
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
作
者
は
保
守
的
な
傾
向
の
作
家
で
、
こ
う
し
た
点
も
注
意
す
べ
き
こ
と
と
思
わ

作
者
の
心
象
が
結
実
し
た
文
学
作
品
を
史
実
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
も
、
史
実
と

文
学
的
虚
構
と
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
戯
曲
全
体
を
史
実
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
キ
ナ
伝
説
を
文
学
作
品
に
あ
ら
わ
し
た
と

あ
る
の
で
申
し
越
さ
れ
た
い
。

せ
よ
う
と
す
る
が
、
副
王
妃
を
毒
殺
し
よ
う
と
し
た
と
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
裁
判
に
連
れ
て
い
か
れ
る
。
副
王
妃
は
ス
マ
の
無
実
を
信

じ
て
申
し
開
き
を
す
る
よ
う
に
す
す
め
る
が
、
ス
マ
は
弁
解
し
な
い
。

裁
判
に
か
け
ら
れ
た
ス
マ
が
火
刑
を
宣
告
さ
れ
よ
う
と
す
る
瞬
間
、
病
を
お
し
て
現
れ
た
副
王
妃
は
「
ス
マ
は
無
実
」
と
い
い
、
自

分
で
キ
ナ
を
飲
ん
で
み
せ
る
。
迷
っ
て
い
た
ヒ
メ
オ
は
、
「
ス
マ
が
副
王
妃
に
飲
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、
熱
病
を
治
す
イ
ン
デ
ィ
オ
の

れ
る
。 ス

マ
は
釈
放
さ
れ
、
ス
マ
を
連
れ
て
民
衆
の
先
頭
に
た
っ
た
副
王
妃
は
、
一
同
と
一
緒
に
主
の
祈
り
を
唱
え
な
が
ら
聖
堂
に
向
か
う
。

そ
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
幕
が
下
り
る
。

秘
薬
」
と
明
か
す
。

い
う
点
で
は
価
値
が
あ
ろ
う
。

シ
ン
コ
ー
ナ
の
研
究
者
な
ど
で
、
戯
曲
の
も
っ
と
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
と
思
う
方
は
、
登
場
人
物
と
各
幕
の
内
容
を
ま
と
め
て

三
．
こ
の
戯
曲
に
つ
い
て
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な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
っ
（

戯
曲
全
体
に
や
や
冗
漫
な
感
じ
が
あ
り
、
作
品
と
し
て
成
功
作
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
こ
の
作
品
は
、
演
劇
的
詩

弓
吊
日
四
号
四
日
農
８
）
と
い
う
副
題
の
通
り
、
せ
り
ふ
が
韻
を
踏
ん
で
い
て
言
葉
が
美
し
い
。
そ
の
こ
と
は
強
調
し
た
い
。

（
３
）
三
画
『
宮
．
］
○
思
評
日
習
“
旨
ｇ
自
国
三
コ
●
①
旨
煙
、
冒
冨
胃
厨
．
旨
思
評
日
習
“
四
目
く
言
。
旨
］
冨
口
①
昌
里
Ｑ
の
］
］
四
・
．
辺
巨
獣
富
国
二
コ
①
冒
四
．

両
島
ｇ
ｏ
ｐ
３
宅
堅
固
耳
拶
巨
四
身
ａ
皀
邉
、
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